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(
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此
は
地
御
前
海
岸
線
'
山
､
又
は

｢
灰
床
山
｣

約
四
血
の
略
'
中
央
部
に

在
る
｡
高
さ
約
八

〇
m
前
後
へ
海
側
は
傾
斜
角
度
'

約
三
〇
度
位
の
風
化
し
た
岩
山
で
あ
る
｡
北
側
に
は

神
山
と
言
､つ
'
急
角
度
の
癖
山
が
連
な
り
'
山
裾
に

は
暗
礁
が
多
く
'
要
害
の
地
で
あ
る
｡
山
名
の
由
来

一

は
判
ら
な
い
が
'
北
裾
の
弊
司

(
ヘ
イ
ジ
)
岩
は
'

南
方
民
族
系
の
語

｢
暗
礁
｣
に
由
来
す
る
由

(
田
淵

実
男
説
)
に
て
'
古
い
地
名
ら
し
い
｡
又
'
古
書
の

内
に
は
'
南
方
'
山
裾
に
あ
る
火
立
岩
を
連
想
し
て
'

こ
の
山
を

｢
火
立
岩
｣
と
呼
ぶ
者
の
も
あ
る
｡

一
五
五
五
年
の
八
月
二
十

一
日
に
陶
晴
賢
が
厳
島

に
進
駐
後
'
元
就
は
二
三
日
に
此
の
付
近
を
巡
視
し

(
房
顕
覚
書
)
'
二
四
日
に
は
吉
田
勢
が
草
津
に
勢

揃
い
L
t
二
八
日
に
は
灰
床
山
に
再
移
動
し
て
い
る
｡

軍
勢
は
地
御
前
神
社
の
北
側
の
谷
会
い
又
は
田
屋
浦

に
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡
此
の
日
に

待
ち
に
待
っ
た
村
上
水
軍
三
百
膿
が
廿
日
市
に
来
た
｡

二
十
九
日
朝
迄
に
軍
の
方
略
を
協
議
'
攻
勢
部
所

は
'
①
毛
利
軍
は
海
山
を
越
え
て
'
厳
島
神
社
裏
の

陶
軍
の
背
後
に
向
､つ
｡
②
小
早
川
軍
は
陸
岸
沿
い
に

大
野
水
道
に
出
で
'
途
中
で
反
転
し
て
'
神
社
前
で

陶
軍
船
団
に
割
込
み
'
陶
軍
本
部
の
前
面
に
向
う

(
即
ち
'
挟
撃
)
③
村
上
水
軍
は
大
野
水
道
を
越
え
'

陶
軍
の
退
路
を
絶

つ
｡
行
動
は
二
十
九
日
の
夜
陰
に

開
始
'
戦
斗
開
始
は
十
月

一
日
の

｢
日
の
出
｣
と
同

時
｡江
戸
時
代
末
期
か
ら
'
明
治
中
期
に
掛
け
て
'
此

の
灰
床
山
は
'
鴨
島

(
ヒ
ヨ
ド
リ
)
山
と
云
う
｡
庶

民
の
遊
興
と
化
し
'
旧
軍
事
施
設
の
跡
は
失
わ
れ
'

最
近
は
西
広
島
バ
イ
パ
ス
の
建
設
'
北
辺
の
階
段
状

宅
地
化
な
ど
で
'
山
容
が
大
き
く
変
化
し
た
｡

江
戸
時
代
後
期
町
文
化
四
年

(
一
八

〇
七
)
に
頼

山
陽
が
此
処
か
ら
厳
島
を
遠
望
し
て
作
詩
し
た
軸
物

が
残
っ
て
い
る

(
中
国
新
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門
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逐
レ
時
吟
朗
上
二画
摸
一

落
日
蒼
荘
千
古
事

毛
開
戦
鹿
足
前
洲

二
'
看
視

(
カ
シ
シ
)
山

地
御
前
で
も
侍
り
知
ら
れ
て
い
な
い
古
地
名
で
あ

っ
て
'
敵
軍
の
行
動
を
見
守
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡

拝
床
山
と
田
尻
山
と
の
中
間
で
'
舞
浜
谷
と
阿
品
谷

と
で
南
北
を
挟
ま
れ
'
高
さ
約
四
〇
m
'
海
辺
に
俗

解

｢
お
上
り
場
｣
を
控
え
て
い
る
｡
情
報
蒐
集
の
拠

点
で
あ
る
｡
即
ち
'
山
上
か
ら
は
'
前
面
海
上
に
は
'

似
島
と
厳
島
な
ど
眼
下
に
見
え
'
阿
品
谷
の
奥
か
ら
'

更
地
峠
を
通
れ
ば
'
大
野
村
海
岸
方
面
の
情
報
が
入

手
で
き
'
西
方
'
中
山
越
峠
を
通
れ
ば
'
山
陽
道
方

面
の
情
報
が
入
手
出
来
る
｡
又
'
看
視
山
の
尾
根
伝

い
に
地
御
前
最
高
の
神
髄
山

(
標
高
約
三
〇
〇
m
)

に
登
れ
ば
'
安
芸
部
並
に
山
陽
道
の
遠
方
迄

'
見
通

せ
る
｡
昔
は
狼
火
を
上
げ
'
又
は
'
雨
乞
火
を
焼
い

た
所
で
も
あ
っ
た
｡
又
'
山
裾
の

｢
お
上
り
場
｣
は
'

明
治
の
末
年
頃
迄
'
広
島
方
面
か
ら
'
陸
路
'
宮
島

に
渡
る
最
後
の
渡
船
場
で
あ
っ
た
｡
近
年
'
山
の
高

さ
が
稗
低
く
な
っ
た
が
'
昔
の
姿
を
残
し
て
い
る
｡

三
'
田
尻
山
鼻
の

｢
運
勝

(
ウ
ガ
チ
)
の
鼻
穴

(
ハ

ナ
ア
ナ
)

明
治
以
降
'
海
岸
に
道
路
'
汽
車
電
車
の
軌
道
が

布
設
さ
れ
'
田
尻
の
海
岸
も
様
変
り
し
た
が
'
そ
れ

以
前
は
'
田
尻
山
か
ら
沖
へ
'
半
島
が

一
〇
〇
m
許

リ
'
突
出
し
'
そ
の
先
端
か
ら
三

m
位
の
所
に
'
五

〇
皿
の
穴
が
貫
通
し
て
い
た
｡
こ
れ
は
元
就
が
厳
島

へ
渡
海
す
る
と
き
'
牌
音
を
立
て
ず
'
縄
伝
い
に
渡

る
た
め
'
此
の
半
島
の
東
北
端
に
穴
を
掘

っ
た
も
の

で
あ
る
｡
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